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二月から新しい畑になりました。今までの方がどんな野菜をどの位置に植えていたか、全くわかりません。連作は気にせず自由に植えることにしました。最初の耕しは農園の金子さんが手押し耕運機で耕してくれました。機械の威力は凄く七坪の我が農園は瞬く間に終わりました。そこに名前の書いた札を立てました。これでお隣や近くの方とも野菜談義が気楽に行えます。





今年最初の作業はジャガイモの種芋(男爵)から始まった。半分に切った種芋に草木灰をふりかける。





芽欠きの済んだジャガイモ畑　(2005.4.17）２キロの種芋からどれだけの量のジャガイモができるか楽しみである。





編集後記　今年の農作業は始まったばかり。連休には夏野菜も始まる。楽しみは当分続く。　購読者募集中　　　　『写楽』





シュンギクは3月半ばに蒔いた。全体として発芽率は悪い。隙間に追加で種を蒔く。シュンギクは葉を摘むほど葉が茂る。取れたてのシュンギクは苦味もなく、柔らかでおいしい。





レタスは発芽率抜群。ぎっしりと生えている。もう少ししたら間引く。間引き菜は柔らかくておいしい。栽培者だけの楽しみかもしれない。野菜の種はまき時が遅れると成長の早さに影響する。





大根は１週間で芽が出た。しばらく様子を見て3本の中の一番元気なのを育てる。大根の種って一袋に沢山入っているのですよ。いつも余ってしまう。





サニーレタスも元気。サニーレタスには虫がつかない。咲いたエンドウの花。支柱をたてる。右の写真はブロッコリー。その右後ろはスナックエンドウ。少量多品種の畑である。





平成１７年４月17日(日)　七坪農園　発行元　『写楽』ジャーナル　発行不定期　定価無料　　　№0001





『写楽』ジャーナル編集室　� HYPERLINK "mailto:syaraku@j02.itscom.net" ��syaraku@j02.itscom.net�　http://home.a02.itscom.net/syaraku/
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